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三
井
関
係
文
献
目
録
　
　
二
〇
二
三

※
今
号
で
は
本
誌
掲
載
論
文
を
除
き
、
一
月
～
一
一
月
に
刊
行
さ
れ
た

文
献
を
掲
載
し
ま
し
た
。
一
二
月
刊
行
文
献
は
次
号
掲
載
予
定
で
す
。

〈
社
史
な
ど
〉

宮
副
謙
司
編
著
『
三
越
三
五
〇
年
：
営
業
革
新
と
挑
戦
の
歴
史
』
同
友

館
　
二
〇
二
三
年
八
月

〈
単
行
本
〉

萩
原
充
『
近
代
中
国
の
石
油
産
業
：
自
給
へ
の
道
』
日
本
経
済
評
論
社   

二
〇
二
三
年
一
月

土
田
宏
成
・
吉
田
律
人
・
西
村
健
編
著
『
関
東
大
水
害
：
忘
れ
ら
れ
た

一
九
一
〇
年
の
大
災
害
』
日
本
経
済
評
論
社
　
二
〇
二
三
年
二
月

中
島
弘
二
編
著
『
帝
国
日
本
と
森
林
：
近
代
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
環
境

保
護
と
資
源
開
発
』
勁
草
書
房
　
二
〇
二
三
年
二
月

三
木
理
史
『
満
鉄
輸
送
史
の
研
究
』
塙
書
房
　
二
〇
二
三
年
二
月

単
荷
君
『
近
代
青
島
の
都
市
空
間
の
変
容
：
日
本
的
要
素
の
連
続
と
断

絶
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
　
二
〇
二
三
年
二
月

梅
崎
修
・
南
雲
智
映
・
島
西
智
輝
『
日
本
的
雇
用
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
る

一
九
四
五
―
一
九
九
五
：
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
に
よ
る
接
近
』
東

京
大
学
出
版
会
　
二
〇
二
三
年
二
月

塚
瀬
進
『
満
洲
の
日
本
人
　
新
装
版
』
吉
川
弘
文
館
　
二
〇
二
三
年
三

月
鹿
野
嘉
昭
『
日
本
近
代
銀
行
制
度
の
成
立
史
：
両
替
商
か
ら
為
替
会
社
、

国
立
銀
行
設
立
ま
で
』
東
洋
経
済
新
報
社
　
二
〇
二
三
年
三
月

武
田
尚
子
『
箱
根
の
開
発
と
渋
沢
栄
一
』
吉
川
弘
文
館
　
二
〇
二
三
年

三
月

前
田
勉
『
江
戸
思
想
史
の
再
構
築
』
思
文
閣
出
版
　
二
〇
二
三
年
三
月

奈
良
県
立
大
学
ユ
ー
ラ
シ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
編
著
『
大
和
の
国
の
リ
ー

ダ
ー
た
ち
（
奈
良
県
立
大
学
ユ
ー
ラ
シ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
学
術
叢
書 

シ
リ
ー
ズ
二
　
ｖ
ｏ
1
．
二
）』
京
阪
奈
情
報
教
育
出
版
　
二
〇
二

三
年
三
月

池
田
真
歩
『
首
都
の
議
会
：
近
代
移
行
期
東
京
の
政
治
秩
序
と
都
市
改

造
』
東
京
大
学
出
版
会
　
二
〇
二
三
年
三
月

籠
谷
直
人
・
川
村
朋
貴
編
著
『
近
代
東
南
ア
ジ
ア
社
会
経
済
の
国
際
的

契
機
』
臨
川
書
店
　
二
〇
二
三
年
三
月

宮
本
又
郎
・
阿
部
武
司
・
宇
田
川
勝
・
沢
井
実
・
橘
川
武
郎
『
日
本
経

営
史
：
江
戸
か
ら
令
和
へ
・
伝
統
と
革
新
の
系
譜
』
有
斐
閣
　
二
〇

二
三
年
五
月

中
西
聡
編
著
『
日
本
経
済
の
歴
史
：
列
島
経
済
史
入
門 

第
二
版
』
名

古
屋
大
学
出
版
会
　
二
〇
二
三
年
五
月

加
藤
祐
介
『
皇
室
財
政
の
研
究
：
も
う
一
つ
の
近
代
日
本
政
治
史
』
名

古
屋
大
学
出
版
会
　
二
〇
二
三
年
七
月
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有
山
輝
雄
『
近
代
日
本
メ
デ
ィ
ア
史
　
一
：
一
八
六
八
―
一
九
一
八
』

吉
川
弘
文
館
　
二
〇
二
三
年
八
月

金
明
洙
・
于
臣
編
著
『
東
ア
ジ
ア
の
近
代
と
企
業
家
：
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

な
経
済
発
展
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
』
明
誠
書
林
　
二
〇
二
三
年
八
月

牧
原
成
征
・
村
和
明
編
『
列
島
の
平
和
と
統
合
：
近
世
前
期
（
日
本
近

世
史
を
見
通
す
・
一
）』
吉
川
弘
文
館
　
二
〇
二
三
年
九
月

兒
玉
州
平
・
手
嶋
泰
伸
編
『
日
本
海
軍
と
近
代
社
会
』
吉
川
弘
文
館   

二
〇
二
三
年
一
一
月

〈
論
文
　
近
世
〉

萬
代
悠
「
近
世
日
本
の
強
制
隠
居
慣
行
：
武
家
・
公
家
・
商
家
・
農
家

の
場
合
」『
三
井
文
庫
論
叢
』
第
五
七
号
　
二
〇
二
三
年
一
二
月

〈
論
文
　
近
代
〉

齊
藤
直
「
一
九
三
〇
年
代
に
お
け
る
株
式
取
引
：
東
京
株
式
取
引
所
の

銘
柄
別
売
買
高
に
関
す
る
検
討
を
中
心
に
」
立
教
大
学
経
済
学
研
究

会
『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
七
六
巻
第
三
号
　
二
〇
二
三
年
一
月

島
西
智
輝
「
戦
後
日
本
の
石
炭
産
業
に
お
け
る
職
場
秩
序
と
炭
鉱
災

害
：
三
井
芦
別
炭
鉱
の
事
例
」
立
教
大
学
経
済
学
研
究
会
『
立
教
経

済
学
研
究
』
第
七
六
巻
第
三
号
　
二
〇
二
三
年
一
月

谷
ヶ
城
秀
吉
「
戦
後
復
興
期
の
関
西
五
綿
：
伊
藤
忠
商
事
は
い
か
に
し

て
『
商
社
の
危
機
』
を
乗
り
越
え
た
の
か
」
立
教
大
学
経
済
学
研
究

会
『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
七
六
巻
第
三
号
　
二
〇
二
三
年
一
月

山
本
裕
「
満
鉄
販
売
部
門
の
活
動
と
展
開
：
一
九
三
〇
年
代
前
半
を
中

心
に
」
立
教
大
学
経
済
学
研
究
会
『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
七
六
巻

第
三
号
　
二
〇
二
三
年
一
月

岡
部
桂
史
「
戦
前
期
三
井
物
産
と
キ
ャ
タ
ピ
ラ
ー
社
」
立
教
大
学
経
済

学
研
究
会
『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
七
六
巻
第
三
号
　
二
〇
二
三
年

一
月

菊
池
美
幸
「
一
九
二
〇
年
代
～
三
〇
年
代
の
石
炭
産
業
に
お
け
る
労
働

安
全
衛
生
の
進
展
：
坑
内
照
明
の
改
善
を
通
じ
た
業
務
上
負
傷
と
鉱

夫
眼
球
震
盪
症
の
減
少
に
焦
点
を
当
て
て
」
経
営
史
学
会
『
経
営
史

学
』
第
五
七
巻
第
四
号
　
二
〇
二
三
年
三
月

平
井
健
介
「
一
九
三
〇
年
代
日
本
・
シ
ャ
ム
経
済
提
携
の
挫
折
：
シ
ャ

ム
製
糖
会
社
へ
の
出
資
を
め
ぐ
っ
て
」
甲
南
大
学
経
済
学
会
『
甲
南

経
済
学
論
集
』
第
六
三
巻
第
三
・
四
号
　
二
〇
二
三
年
三
月

重
永
睦
夫
「
鉄
道
王
・
教
育
者
の
五
島
慶
太
を
通
し
て
み
る
『
人
と
人

生
』」
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
『
大
倉
山
論
集
』
第
六
九
輯
　
二
〇

二
三
年
三
月

若
林
幸
男
「
戦
前
期
豪
州
に
お
け
る
内
部
労
働
市
場
の
発
達
と
日
本
商

社
の
人
材
調
達
」
明
治
大
学
社
会
科
学
研
究
所
『
明
治
大
学
社
会
科

学
研
究
所
紀
要
』
第
六
一
巻
第
二
号
　
二
〇
二
三
年
三
月

近
藤
宙
時
「
罪
無
く
し
て
斬
ら
れ
、
名
ま
で
も
消
さ
れ
た
『
明
治
の
父
』」 

渋
沢
栄
一
記
念
財
団
『
青
淵
』
第
八
九
〇
号
　
二
〇
二
三
年
五
月
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谷
川
み
ら
い
「
物
産
取
扱
所
と
開
拓
使
の
理
念
：『
開
拓
使
官
有
物
払

下
げ
事
件
』
の
一
背
景
」
日
本
史
研
究
会
『
日
本
史
研
究
』
第
七
三

〇
号
　
二
〇
二
三
年
六
月

李
海
訓
「
亜
麻
と
帝
国
日
本
」
日
本
植
民
地
研
究
会
『
日
本
植
民
地
研

究
』
第
三
五
号
　
二
〇
二
三
年
六
月

福
田
真
人
「
明
治
後
期
に
お
け
る
銀
行
業
界
と
住
友
銀
行
の
財
務
的
検

討
」
住
友
史
料
館
『
住
友
史
料
館
報
』
第
五
四
号
　
二
〇
二
三
年
七

月
渡
邊
純
子
「
戦
時
期
住
友
の
連
系
会
社
・
関
係
会
社
投
資
」
住
友
史
料

館
『
住
友
史
料
館
報
』
第
五
四
号
　
二
〇
二
三
年
七
月

福
田
真
人
「
末
期
大
隈
財
政
に
お
け
る
正
貨
予
算
編
成
と
正
貨
流
出
抑

制
政
策
」
社
会
経
済
史
学
会
『
社
会
経
済
史
学
』
第
八
九
巻
第
二
号   

二
〇
二
三
年
八
月

田
中
光
「
近
世
在
郷
商
人
か
ら
近
代
的
企
業
家
へ
：
兵
庫
県
印
南
郡
稲

岡
商
店
に
よ
る
輸
出
向
タ
オ
ル
製
造
の
事
例
」
経
営
史
学
会
『
経
営

史
学
』
第
五
八
巻
第
二
号
　
二
〇
二
三
年
九
月

星
野
広
和
「
な
ぜ
経
営
学
で
は
小
倉
昌
男
と
ヤ
マ
ト
運
輸
を
学
ぶ
の

か
」
國
學
院
大
學
経
済
学
会
『
國
學
院
経
済
学
』
第
七
二
巻
第
一
号   

二
〇
二
三
年
九
月

岡
田
直
矢
「
近
代
数
寄
者
、
紅
艶
・
益
田
英
作
の
前
半
生
と
実
業
家
と

し
て
の
後
半
生
」
茶
の
湯
文
化
学
会
　『
茶
の
湯
文
化
学
』
第
四
〇

号
　
二
〇
二
三
年
九
月

渡
井
誠
一
郎
「
日
本
に
お
け
る
学
術
的
ア
メ
リ
カ
研
究
本
格
化
の
背

景
：
日
露
戦
争
以
降
の
実
業
・
学
界
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
認
識
お
よ
び

高
木
八
尺
の
研
究
内
容
か
ら
」
歴
史
学
研
究
会
編
『
歴
史
学
研
究
』

績
文
堂
出
版
　
第
一
〇
四
〇
号
　
二
〇
二
三
年
一
〇
月

松
村
敏
「
明
治
後
期
に
お
け
る
加
賀
横
山
男
爵
家
の
鉱
山
経
営
と
家

政
：
鉱
山
華
族
横
山
家
の
研
究
（
二
）」
神
奈
川
大
学
経
済
学
会

『
商
経
論
叢
』
第
五
九
号
第
一
号
　
二
〇
二
三
年
一
〇
月

北
澤
満
「
戦
後
復
興
期
炭
鉱
経
営
史
研
究
に
む
け
て
：
北
海
道
地
方
を

中
心
と
し
た
予
備
的
考
察
」
大
阪
経
済
大
学
日
本
経
済
史
研
究
所
編

『
歴
史
か
ら
み
た
経
済
と
社
会 : 

日
本
経
済
史
研
究
所
開
所
九
〇
周

年
記
念
論
文
集
』
思
文
閣
出
版
　
二
〇
二
三
年
一
〇
月

木
山
実
「
創
業
期
の
琺
瑯
鉄
器
株
式
会
社
：
技
術
者
に
も
注
目
し
て
」

大
阪
経
済
大
学
日
本
経
済
史
研
究
所
編
『
歴
史
か
ら
み
た
経
済
と
社

会
：
日
本
経
済
史
研
究
所
開
所
九
〇
周
年
記
念
論
文
集
』
思
文
閣
出

版
　
二
〇
二
三
年
一
〇
月

内
田
鉄
平
「
宇
部
炭
田
に
お
け
る
長
生
炭
鉱
に
つ
い
て
」
山
口
県
地
方

史
学
会
『
山
口
県
地
方
史
研
究
』
第
一
三
〇
号
　
二
〇
二
三
年
一
一

月
春
日
豊
「
第
一
次
大
戦
後
不
況
期
に
お
け
る
財
閥
傘
下
大
企
業
争
議
の

展
開
と
帰
結
：『
全
三
池
争
議
』
分
析
（
下
）」『
三
井
文
庫
論
叢
』

第
五
七
号
　
二
〇
二
三
年
一
二
月
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〈
そ
の
他
〉

北
原
糸
子
『
震
災
復
興
は
ど
う
引
き
継
が
れ
た
か
：
関
東
大
震
災
・
昭

和
三
陸
津
波
・
東
日
本
大
震
災
』
藤
原
書
店
　
二
〇
二
三
年
一
月

岡
崎
哲
二
・
大
石
直
樹
編
著
『
戦
前
期
日
本
の
総
合
商
社
：
三
井
物
産

と
三
菱
商
事
の
組
織
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』
東
京
大
学
出
版
会
　
二
〇

二
三
年
二
月

三
井
文
庫
編
『
三
井
文
庫
史
料
叢
書
　
大
坂
両
替
店
「
聞
書
」
二
』
吉

川
弘
文
館
（
発
売
）　
二
〇
二
三
年
二
月

九
州
大
学
記
録
資
料
館
編
『
石
炭
研
究
資
料
叢
書
　
第
四
三
輯
』
九
州

大
学
記
録
資
料
館
　
二
〇
二
三
年
三
月

諸
原
真
樹
「〈
資
料
紹
介
〉
貝
島
太
市
の
『
米
国
石
炭
鉱
業
一
班
』・

『
英
国
炭
坑
視
察
要
録
』」
九
州
大
学
記
録
資
料
館
産
業
経
済
資
料
部

門
　『
エ
ネ
ル
ギ
ー
史
研
究
』
第
三
八
号
　
二
〇
二
三
年
三
月

藤
原
書
店
編
集
部
編
『
近
代
日
本
を
作
っ
た
一
〇
五
人
：
高
野
長
英
か

ら
知
里
真
志
保
ま
で
』
藤
原
書
店
　
二
〇
二
三
年
四
月

鹿
野
嘉
昭
「
い
わ
ゆ
る
三
井
銀
行
の
『
ド
ル
買
い
事
件
』
に
つ
い
て
」

地
方
金
融
史
研
究
会
『
地
方
金
融
史
研
究
』
第
五
四
号
　
二
〇
二
三

年
六
月

須
賀
博
樹
・
早
川
大
介
「〈
書
評
〉
高
槻
泰
郎
編
『
豪
商
の
金
融
史 

廣

岡
家
文
書
か
ら
解
き
明
か
す
金
融
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
』」
大
阪
歴
史

学
会
『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
第
二
九
八
号
　
二
〇
二
三
年
六
月

三
井
文
庫
・
三
井
記
念
美
術
館
編
『
三
井
高
利
と
越
後
屋
：
三
井
家
創

業
期
の
事
業
と
文
化
』
三
井
文
庫 

・
三
井
記
念
美
術
館
　
二
〇
二

三
年
六
月

小
林
延
人
「〈
書
評
〉
飯
塚
一
幸
編
『
近
代
移
行
期
の
酒
造
業
と
地
域

社
会
：
伊
丹
の
酒
造
家
小
西
家
』」
政
治
経
済
学
・
経
済
史
学
会

『
歴
史
と
経
済
』
第
二
六
〇
号
　
二
〇
二
三
年
七
月

島
根
県
立
古
代
出
雲
歴
史
博
物
館
編
『
し
ま
ね
×
交
通
ク
ロ
ニ
ク
ル
：

北
前
船
か
ら
フ
ォ
ー
ド
ま
で
：
約
二
五
〇
年
間
の
交
通
と
暮
ら
し
の

歴
史
を
紐
解
く
』
島
根
県
立
古
代
出
雲
歴
史
博
物
館
　
二
〇
二
三
年

七
月

杉
山
里
枝
「〈
書
評
〉
武
田
晴
人
著
『
日
本
経
済
の
発
展
と
財
閥
本

社
：
持
株
会
社
と
内
部
資
本
市
場
』」
政
治
経
済
学
・
経
済
史
学
会

『
歴
史
と
経
済
』
第
二
六
〇
号
　
二
〇
二
三
年
七
月

谷
ヶ
城
秀
吉
「〈
書
評
〉
大
豆
生
田
稔
著
『
戦
前
日
本
の
小
麦
輸
入
：

一
九
二
〇
～
三
〇
年
代
の
環
太
平
洋
貿
易
』」
歴
史
科
学
協
議
会

『
歴
史
評
論
』
第
八
八
一
号
　
二
〇
二
三
年
九
月

紙
の
博
物
館
編
『
企
画
展
図
録
　
抄
紙
会
社
一
五
〇
年
：
洋
紙
発
祥
の

地
・
王
子
』
紙
の
博
物
館
　
二
〇
二
三
年
九
月

菅
山
真
次
「〈
書
評
と
紹
介
〉
市
原
博
著
『
近
代
日
本
の
技
術
者
と
人

材
形
成
・
人
事
管
理
』」
法
政
大
学
大
原
社
会
問
題
研
究
所
『
大
原

社
会
問
題
研
究
所
雑
誌
』
第
七
七
九
・
七
八
〇
号
　
二
〇
二
三
年
一

〇
月

杉
山
里
枝
「〈
書
評
〉
若
林
幸
男
・
大
島
久
幸
・
山
藤
竜
太
郎
編
著



331

『
国
際
人
的
資
源
管
理
の
経
営
史
：
戦
間
期
日
本
商
社
の
豪
州
羊
毛

ビ
ジ
ネ
ス
』」
政
治
経
済
学
・
経
済
史
学
会
『
歴
史
と
経
済
』
第
二

六
一
号
　
二
〇
二
三
年
一
〇
月

大
窪
有
太
・
吉
田
ま
す
み
「〈
史
料
紹
介
〉
終
戦
直
後
の
満
州
と
三
井

物
産
奉
天
支
店
：
香
川
卓
一
日
記
の
翻
刻
と
紹
介
」『
三
井
文
庫
論

叢
』
第
五
七
号
　
二
〇
二
三
年
一
二
月

〈
補
遺
〉

江
夏
由
樹
・
中
見
立
夫
・
西
村
成
雄
・
山
本
有
造
編
著
『
近
代
中
国
東

北
地
域
史
研
究
の
新
視
角
』
山
川
出
版
社
　
二
〇
〇
五
年
一
〇
月

鈴
木
一
正
『「
タ
ン
ス
の
中
ま
で
知
る
」
伝
説
の
Ｏ
Ｎ
Ｅ
　
Ｔ
Ｏ
　
Ｏ

Ｎ
Ｅ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
：
日
本
橋
三
越
に
お
け
る
帳
場
制
度
と
お
得

意
様
営
業
』
東
京
図
書
出
版
　
二
〇
一
八
年
一
一
月

南
原
真
「
タ
イ
米
穀
社
の
設
立
と
初
期
の
発
展
」
東
京
経
済
大
学
経
済

学
会
『
東
京
経
大
学
会
誌
　
経
済
学
』
第
三
一
三
号
　
二
〇
二
二
年

二
月

山
下
充
「
日
本
的
労
使
関
係
に
お
け
る
労
務
部
門
の
役
割
：
戦
後
の
組

合
分
裂
と
労
務
ス
タ
ッ
フ
の
関
与
を
通
し
て
」
明
治
大
学
社
会
科
学

研
究
所
『
明
治
大
学
社
会
科
学
研
究
所
紀
要
』
第
六
〇
巻
第
二
号   

二
〇
二
二
年
三
月

柴
田
善
雅
『
日
本
帝
国
圏
満
洲
に
お
け
る
民
間
金
融
』
ゆ
ま
に
書
房   

二
〇
二
二
年
一
一
月

寺
内
由
佳
『
近
世
の
衣
料
品
流
通
と
商
人
：
地
方
都
市
宇
都
宮
を
中
心

に
』
山
川
出
版
社
　
二
〇
二
二
年
一
一
月

月
澤
美
代
子
著
『
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
騒
動
：
明
治
日
本
の
医
と
情
報
』
名

古
屋
大
学
出
版
会
　
二
〇
二
二
年
一
一
月
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三
井
文
庫
の
刊
行
物
案
内

三
井
文
庫
所
蔵
史
料
目
録
（
既
刊
分
の
み
）

①
『
一
件
書
類
目
録
（
京
本
店
等
原
所
蔵
分
）』 

三
四
〇
〇
円

②
『
主
要
帳
簿
目
録
（
京
本
店
等
作
成
分
）』 

二
四
〇
〇
円

③
『
主
要
帳
簿
目
録
（
江
戸
本
店
、
大
坂
本
店
等
作
成
分
）』

 

三
三
〇
〇
円

④
『
主
要
帳
簿
目
録
（
京
両
替
店
等
作
成
分
）』 

二
〇
〇
〇
円

⑤
『
主
要
帳
簿
目
録
（
江
戸
両
替
店
等
作
成
分
）』 

一
七
〇
〇
円

⑥
『
主
要
帳
簿
目
録
（
大
坂
両
替
店
等
作
成
分
）』 

二
三
〇
〇
円

⑦
『
主
要
帳
簿
目
録
（
河
内
新
田
会
所
等
作
成
分
）』 

八
〇
〇
円

⑧
『
主
要
帳
簿
目
録
（
大
元
方
等
作
成
分
）』 

一
六
〇
〇
円

⑨
『
一
件
書
類
目
録
（
京
・
江
戸
・
大
坂
両
替
店
等
原
所
蔵
分
）』

 
二
一
〇
〇
円

⑩
『
一
件
書
類
目
録
（
大
元
方
原
所
蔵
分
一
）』 
一
四
〇
〇
円

⑪
『
一
件
書
類
目
録
（
大
元
方
原
所
蔵
分
二
）』 

一
三
〇
〇
円

⑫
『
式
目
類
目
録
（
原
所
蔵
者
別
）』 

一
一
〇
〇
円

⑬
『
一
件
書
類
目
録
（
補
遺
）』 

一
四
〇
〇
円

三
井
事
業
史
（
二
〇
〇
一
年
全
巻
完
結
）

『
三
井
事
業
史
　
本
篇
第
一
巻
』　
　
一
二
五
〇
〇
円

『
三
井
事
業
史
　
本
篇
第
二
巻
』　
　
一
二
五
〇
〇
円

『
三
井
事
業
史
　
本
篇
第
三
巻
上
』　
　
九
五
〇
〇
円

『
三
井
事
業
史
　
本
篇
第
三
巻
中
』　
二
一
五
〇
〇
円

『
三
井
事
業
史
　
本
篇
第
三
巻
下
』　
二
五
五
〇
〇
円

『
三
井
事
業
史
　
資
料
篇
一
』　
　
　
一
一
五
〇
〇
円

『
三
井
事
業
史
　
資
料
篇
二
』　
　
　
　
七
五
〇
〇
円

『
三
井
事
業
史
　
資
料
篇
三
』　
　
　
　
七
五
〇
〇
円

『
三
井
事
業
史
　
資
料
篇
四
上
』　
　
　
九
〇
〇
〇
円

『
三
井
事
業
史
　
資
料
篇
四
下
』　
　
　
　
　（
品
切
）

三
井
文
庫
論
叢

在
庫
・
頒
価
に
つ
い
て
は
、
三
井
文
庫
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
二
〇
二
三
年
四
月
よ
り
、
掲
載
記
事
の
一
部
に
つ
い
て
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
の

公
開
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。
公
開
Ｐ
Ｄ
Ｆ
は
三
井
文
庫
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ

イ
ト
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

以
上
の
三
井
文
庫
刊
行
物
の
購
入
は
、
三
井
文
庫
へ
直
接
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。
価
格
は
、
二
〇
〇
四
年
以
降
の
新
価
格
（
本
体
価
格
）。

『
史
料
が
語
る
三
井
の
あ
ゆ
み
―
越
後
屋
か
ら
三
井
財
閥
―
』

発
売
は
吉
川
弘
文
館
。
定
価
一
六
〇
〇
円
（
税
別
）。

本
書
は
全
国
書
店
に
ご
注
文
く
だ
さ
い
。
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新
規
公
開
資
料
に
つ
い
て

 

三
井
文
庫

二
〇
二
三
年
一
一
月
一
日
よ
り
「
物
産
調
査
資
料
」
を
新
た
に
公
開

い
た
し
ま
し
た
。

本
資
料
は
、
戦
前
期
の
三
井
物
産
に
お
い
て
社
内
調
査
資
料
と
し
て

作
成
さ
れ
、
そ
の
後
三
井
本
社
、
広
島
大
学
の
手
を
へ
て
三
井
文
庫
所

蔵
と
な
っ
た
も
の
で
す
。
総
数
約
二
〇
〇
〇
点
か
ら
な
り
ま
す
が
、
今

回
は
そ
の
う
ち
の
約
一
二
〇
〇
点
を
公
開
い
た
し
ま
し
た
。
明
治
期
の

も
の
も
若
干
含
ま
れ
ま
す
が
、
大
半
は
一
九
二
〇
年
代
以
降
の
も
の
で

す
。本

資
料
の
検
索
は
、
閲
覧
室
備
付
の
冊
子
目
録
で
行
う
も
の
と
し
ま

す
（
冊
子
目
録
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
を
三
井
文
庫
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
で
公
開
）。

現
時
点
で
は
、
所
蔵
資
料
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）
に
は
登
録

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
資
料
は
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ

ル
ム
で
の
閲
覧
と
な
り
ま
す
。
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